
地方創生　第二弾に取り組む体制について

【質問の主旨】※概ね200字程度

（２）「第二期に重点的に取り組む特徴について」
中間報告や基本方針2019では、「EBPM」、「関係人口の強化」、「ソ
サエティ5.0」、「民間との連携」、「SDGｓ」など地方創生を進める
ため新たな強化策が提案されている。「第二期に重点的に取り組む特
徴について」は、これまでとの違いを黒部市としてどのような印象を
持っているかを問う。

市　　長

（３）「地方創生に対して取り組む体制について」
「まち・ひと・しごと創生」は、本市において大きな好機と期待して
いる。本市は、首都圏との関係人口も多く、さらなる本社機能の一部
移転も期待でき、観光インバウンドの増大も期待できる。さらに、
「しごと」については、ものづくりを担う第二次産業の優良な中小企
業が多く、「まち・ひと・しごと創生戦略」をさらに活用することを
期待している。
そこで、本市として、来年度から始まる次期総合戦略において、政府
が提案している「民間との連携」や「未来技術の活用」を進め、本市
の諸課題に対して取り組む体制について問う。

市　　長

質問項目（１）

政府の有識者会議では、5月31日に次期総合戦略策定に関する中間報告と取りまとめ、6
月には「まち・ひと・しごと創生基本方針2019」が示された。来年度からは、次期戦略
の期間となる。そこで、本市の取り組む体制について問う。

【質問の主旨】※概ね200字程度 答弁を求める者

（１）「地方創生推進交付金の内容とは」
地方創生を推進する国の交付金について、その内容や事業スケジュー
ルについて問う。

総務企画部長


